
コース名 科目名  対象学年 

良医の礎 他者への関心と新たな交流  2 

開講学期 科目責任者 副責任者  

1学期 栗林 太   

目的 

様々な職業や人々の考えを理解することと、非自己への興味を持つことの重要性を理解すること。 

授業到達目標 

1. 多職種および同職種連携の重要性を理解できる。 

2. 様々な患者や人々の思考を理解できる。 

3. 相手の意見を傾聴し適切な言葉を用いて意思を伝達することができる。 

4. 医師に必要な社会規範を理解できる。 

授業計画 

回数 月日 曜日 時限 区分 担当者 所属 授業内容 コアカリ項目 

1 4/ 3 月 5 講義 栗林 生化 

卒業時能力 DPへの本科目の狙いを説明しま

す。本科目ポートフォリオについて説明い

たします。 

A-6-1)-1,B-4-1)-14 

G-1-1)-(3)-9 

2 4/ 5 水 4 講義 横田 
非常勤／ 

医福大 
医療に必要な視覚伝達スキル 

A-4-1),A-5 

B-4-1) 

3 4/ 5 水 5 講義 熊谷 
非常勤／ 

医福大 
多職種連携とソーシャルワーカーについて 

A-5-1),B-1-8) 

B-4-1) 

4 4/ 7 金 5 講義 山本智 
非常勤／ 

医福大 
チームマネージメント 

A-4,A-5 

A-5-1),B-4-1) 

5 4/12 水 7 講義 田中伸 
非常勤／ 

医福大 
医師とともに働く医療秘書について 

A-4,A-5 

A-5-1),B-4-1) 

G-4-3) 

6 4/13 木 4 講義 荒井 
非常勤／ 

医福大 
臨床心理学とチーム医療 

A-4,A-5 

A-5-1),B-1-8) 

B-4-1) 

7 4/18 火 2 講義 二宮 
非常勤／ 

附属病院 

多職種連携について 

～医師と薬剤師の連携を中心に～ 

A-5-1),B-1-8) 

B-4-1),C-3-3) 

8 4/21 金 6 講義 西村広 病理 医師の初期研修について 

A-4,A-5 

A-9,B-4-1) 

G-4 

9 4/26 水 3 講義 栗林 生化 

（倉敷市市民局 人権政策部 男女共同 参

画課 ご担当者様予定）男女共同参画社会

って何? 

A-1,A-4 

A-5,A-9 

10 4/26 水 4 講義 小林美 
非常勤／ 

附属病院 

医師と薬剤師のコミュニケーションエラー

事例 

A-5-1),B-1-8) 

B-4-1),C-3-3) 

11 5/ 9 火 4 講義 栗林 生化 
患者の立場 本大学病院入院経験のある Pt

講義 

A-1-2),A-4-1) 

A-5-1) 

12 5/10 水 5 講義 栗林 生化 
これまでの振り返り、特に非自己への関心

について 

A-4-1),A-5-1) 

B-1-8) 

13 5/17 水 5 講義 栗林 生化 
（倉敷市ご担当者様予定）子育て支援につ

いて 

A-1,A-4 

A-5,A-7 

A-9,B-4 

14 5/25 木 3 講義 遠藤陽 
非常勤／ 

医福大 
多職種連携の中の管理栄養士 A-4-1),A-5-1) 

15 6/ 6 火 3 講義 妹尾 
非常勤／ 

医福大 
リハビリテーション（作業療法）概説 

A-4,A-5 

A-5-1),B-1-8) 

B-4-1) 

16 6/ 8 木 3 講義 阿南 
非常勤／ 

医福大 
医療情報学について 

A-4-1),A-5-1) 

B-1-8) 

17 6/19 月 5 講義 栗林 生化 

（倉敷市ご担当者様予定）生活困窮者の自

立支援について～倉敷市生活自立相談支援

センターなどの支援内容について～ 

A-4,A-5 

A-5-1),B-1-8) 

B-4-1) 

18 6/20 火 3 講義 高山 
非常勤／ 

附属病院 

附属病院臨床工学技士とのチーム医療 （1）

基礎 

A-5-1),B-1-8) 

B-4-1) 

19 6/21 水 3 講義 高山 
非常勤／ 

附属病院 

附属病院臨床工学技士とのチーム医療 （2）

応用 

A-5-1),B-1-8) 

B-4-1) 



評価方法 

[期末試験]50% 

[レポート]40% 

[その他]10%（ルーブリック提出） 

[評価方法]多肢選択試験、論文・レポート 

[備考]全講義終了後にルーブリックとレポートを提出してください。 

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックについて 

レポートのフィードバックや再提出等が必要な学生へは連絡いたします。 

教科書 

指定はありません。 

参考書 

指定はありません。 

準備学習（予習・復習等） 

専門の先生方の講義の前後には、それぞれ 1 時間程度の予習と復習を行うこと。シラバスを参考に、専門職や科目の予習を行

い、講義後には内容を振返りながら復習を行うこと。 

講義についての注意事項 

それぞれの専門分野の先生にお願いいたしました。将来医師としての自分を多方面から見つめること（メタ認知）にも資する

内容です。 

昨年度からの変更点・改善項目 

（特になし） 

卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連について 

１学年の「医療人類学」や「臨床実習Ⅰ」に引き続く科目であり、「臨床実習Ⅱ」の深い理解のために必須です。特にコミュニ

ケーション能力や多職種教育（IPE）のために資する授業と考えています。 

ナンバリング 

GLIC205 

 


